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②

第
１
区
各
町
会
、
並
び
に
グ
リ
ー
ン

ス
テ
ー
ジ
町
会

。
柳
町
町
会
４
Ａ

・
Ｂ

班
の
皆
様
に
は
、
再
三
の
変
更
で
す
が
、

ご
理
解
頂
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

③

付
記
事
項

「避
難
所
運
営
委
員

（町
内
会
役
員
ご

に
つ
い
て
も
中
止
と
し
ま
す

二
、
令
和
２
年
度
、
各
町
会
役
員
及
び
他

組
織
役
員
の
選
出
、
並
び
に
、
役
員
名

簿
の
提
出
に
つ
い
て

（総
務
部
）

令
和
元
年
度
の
町
内
会
活
動
は
、
３

月
３．
日
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

４
月
ｎ
日
（土
）
の
町
内
会
定
期
総
会
の

承
認
を
得
て
、
令
和
２
年
度
の
町
内
会

活
動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

各
町
会
で
は
、
本
日
以
降
３
月
下
旬

ま
で
に
、
必
ず
町
会
の
総
会
を
開
催
し
、

令
和
２
年
度
の
町
会
役
員
の
選
出
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
各
町
会
で
選
出
し

て
頂
く
役
員
は
、
町
会
長
１
名

・
副
町

会
長
１
名
、
婦
人
部
員
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
員
は
と
も
に
２
名
以
上
、
青
年

部
員
は
選
出
可
能
な
町
会
で
選
任
頂
き

た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
役
員
の
再
任
は
妨
げ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
青
年
部
員

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
員
に
つ
い
て
は
、
極
力
継
続
し
て

活
動
し
て
頂
け
る
よ
う
働
き
か
け
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
諏
訪
神
社
役
員
と
し
て
、
氏

子
代
表
１
名

・
祭
典
委
員
１
名
の
選
出

も
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
役
員
の
選
出
に
あ
た
つ
て
は
、

高
齢
者
世
帯
や
体
調
不
良
な
ど
様
々
な

事
情
で
辞
退
さ
れ
る
場
合
は
、
無
理
な

依
頼
は
せ
ず
、
先
送
り
や
受
け
て
頂
け

る
方
に
お
願
い
し
、
思
い
や
り
の
あ
る

町
会

。
相
互
扶
助
の
精
神
を
も
っ
て
選

出
頂
く
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

１
、
新
役
員
名
簿
提
出
期
限

３
月
３０
日
（月
）
必
着

２
、
提
出
先
　
各
区
長

３
、
提
出
書
類

「令
和
２
年
度
○
○
町
会

新
役
員
名
簿
」

４
、
留
意
事
項

０

役
員
交
替
に
際
し
、
必
ず
、
懸
案
事

項
や
町
会
長
の
主
要
な
役
割

（昨
年
の

４
月
総
会
で
配
布
し
た

「町
会
長
の
任

務
」
を
参
考
）
の
引
継
ぎ
を
実
施
頂
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

②

「緊
急
時
連
絡
体
制
表
」
は
、
新
体

制
で
更
新
し
、
町
会
員

へ
の
周
知
を
頂

く
よ
う

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

★
グ
ル
ー
プ
長
の
選
任

・
明
確
化
を
合
む

０

次
年
度
で
３
年
目
と
な
る

「高
齢
者

見
守
り
活
動
の
浜
野
町
の
具
体
的
取
組

の
な
か

グ
ル
ー
プ
長
に
よ
る

「ち
ょ

こ
っ
と
声
掛
け

。
見
守
り
運
動
」
が
継

続
し
て
推
進
で
き
る
よ
う
ま
た
、
新
町

会
長
が
内
容
を
理
解

・
認
識
で
き
る
よ

う
に
引
継
ぎ
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

３
一
８
生
浜
一地
一区
防
災
避
難
訓
練
は
中
・止

令
和
２
年
２
月
２２
日
（土
）浜
野
会
館
に

て
‐９
時
よ
り
第
７
回
町
会
長
会
議
を
開
催
。

左
記
の
議
題
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

議
題

一
、
生
浜
地
区
合
同

「防
災
避
難
訓
練
」

の
中
止
つ
い
て

二
、
令
和
２
年
度
、
各
町
会
役
員
及
び
他

組
織
役
員
の
選
出
と
、
役
員
名
簿
の
提

出
に
つ
い
て

三
、
令
和
２
年
度

「浜
野
町
内
会
定
期
総

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

四
、
「浜
野
会
館
コ
ピ
ー
料
金
の
改
定
」

に
つ
い
て

五
、
報
告

・
連
絡
並
び
に
、
ご
意
見

・

ご
要
望
タ
イ
ム

一
、
生
浜
地
区
合
同

「防
災
避
難
訓
練
」

の
中
止
に
つ
い
て

（生
活
環
境
部
）

１
、
３
月
８
日
に
予
定
し
て
い
た

「避
難

訓
練
」
に
つ
い
て
町
内
会
員
の
避
難
行

動
は

「中
止
」
と
い
た
し
ま
す
。

２
、
中
止
理
由

新
型
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
近
距
離

に
皆
が
集
ま
る
事
は
、
時
節
柄
不
適
切

と
の
判
断
で
、
訓
練
中
止
と
致
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、　
一
時
避
難
所
に
集

ま
る
行
動
も
同
様
と
判
断
し
た
た
め
。

３
、
お
詫
び

①

回
覧
報
で
参
加
者
集
約
を
依
頼
し
た

後
で
の
緊
急
の
中
止
で
、
誠
に
申
し
訳

な
く
存
じ
ま
す
。
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令和 2年 3月 号は

三
、
令
和
２
年
度

「浜
野
町
内
会
定
期
総

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

（総
務
部
）

１
、
日
時
　
４
月
１１
日
（土
）
１８
時
００
分
～

２
、
場
所
　
浜
野
会
館
　
大
ホ
ー
ル

３
、
参
加
者
　
新

・
旧
の
町
会
長

（代
議

員
と
な
り
議
決
権
が
有
り
）

４
、
留
意
事
項

０

総
会
は
、
浜
野
町
内
会
の
年
度
の
事

業
計
画
や
予
算
を
決
定
す
る
重
要
な
会

議
で
す
。
必
ず
出
席
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す

②

万
が

一
欠
席
せ
ぎ
る
を
得
な
い
場
合

に
は
、
４
月
２
日
（木
）
ま
で
に
区
長
宛

に
委
任
状
の
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

四
、
「
浜
野
会
館
コ
ピ
ー
料
金
の
改
定
」

に
つ
い
て

（総
務
部
）

浜
野
町
内
会
の
コ
ピ
ー
料
金
に
つ
い
て
、

１
月
１１
日
の
役
員
会
に
お
い
て
以
下
の
と

お
り
改
定
致
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

１
、

コ
ピ
ー
料
金
の
改
定

０

モ
ノ
ク
ロ
コ
ピ
ー
料
金
の
改
定

（サ

イ
ズ
共
通
１
枚
当
た
り
の
金
額
）

現
行
　
　
改
定

関
係
者
　
　
６
円
　
　
４
円

一　
般
　
　
１０
円
　
　
５
円

②

カ
ラ
ー

コ
ピ
ー
料
金

の
新
規
設
定

（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
み
１
枚
当
た
り
の
金

額
）
関
係
者
　
４０
円
、　
一
般
　
４５
円

２
、
規
約
改
定
日
　
令
和
２
年
１
月
１１
日

３
、
適
用
時
期
　
令
和
２
年
３
月
２２
日
以

降
の
利
用
よ
り
適
用

４
、
回
覧
周
知
　
回
覧
報
、
３
月
町
内
会

報

五
、
報
告

・
連
絡
並
び
に
、
こ
意
見

。
こ

要
望
タ
イ
ム

ー
、
御
礼
並
び
に
依
頼
事
項

本
年
度
１
年
間
、
皆
様
に
ご
協
力
を

頂
き
、
事
業
計
画
を
概
ね
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
　
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
確
認
並
び
に
お

願
い
で
す
。

０

各
町
会
の
総
会
を
開
催
し
、
以
下
の

こ
と
に
つ
い
て
確
認

・
共
有
し
て
く
だ

さ
い
。

①
会
計
報
告
、
活
動
報
告

②
次
年
度
の
役
員
体
制

③
緊
急
時
連
絡
体
制
表
の
更
新

④
独
居
高
齢
者
見
守
り
活
動
の
継
承

⑤
そ
の
他
、
重
要
事
項

・
課
題
案
件

・

要
望
書

（未
解
決
）
等
の
継
承

⑥
意
見
交
換

②

引
継
ぎ

。
移
行
期
間
の
４
月
中
旬
頃

ま
で
は
、
新
旧
町
会
長
で
引
継
ぎ
を
兼

ね
て
相
談
し
な
が
ら
共
同
で
対
応
頂
き

た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
７
回
町
会
長
会
議
終
了
後
の
区
会
議
の

議
題
に
つ
い
て

①
避
難
訓
練
に
関
す
る
参
加
人
数
や
注
意

事
項
な
ど
の
最
終
確
認

②
新
年
度
役
員
名
簿
の
注
意
事
項

③
緊
急
時
連
絡
体
制
表
の
更
新
後
↓
各
区

長

へ
の
報
告

④
高
齢
者
見
守
り
活
動
対
象
者
名
の
引
継

ぎ
⑤
新
町
会
長

へ
の
引
継
ぎ
等
に
つ
い
て

（町
会
長
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
受
渡
し

も
忘
れ
な
い
様
に
）

⑥
４
月
Ｈ
日
ま
で
の
回
覧
書
類
は

「現
区

長
↓
現
町
会
長
」
を
原
則
と
し
ま
す
。

1第|
1木:

11'11::111

一緊
急
一の
一ぉ
一知
一ら
一せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
た
め
、

「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
、
「高
齢
者
見
守
り
活
動
」
、

「
育
児
サ
ロ
ン
」
、

「
介
護
予
防

体
操
」
は
３
月
末
ま
で
自
粛
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
御
願
い
し
ま
す
。

新
一型
一コ
■
一す
一，
一イ
一ル
ユ

（新
型
肺
炎
）感
染
に
一対
策

新
型
肺
炎
が
身

近
に
広
が
り
つ
つ

あ
る
状
況
で
す
。

手
洗
い
、
う
が
い
、

マ
ス
ク
の
使
用
、

人
の
集
ま
る
場
所

は
行
か
な
い
等
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。

３７
・
５
度
以
上

の
発
熱
な
ど
の
風

邪
の
症
状
が
あ
る

方
は
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー

ヘ

二
月
二
十
日
（金
）
第
六
天
神
社
の

祭
礼
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
祭
礼
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

第
六
天
神
社
　
世
話
人

一
同
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のまは令和 2年 3月 号

第
３．
回
浜
野
町
内
会
新
春
囲
碁

・
将
棋

・

麻
雀
大
会
が
令
和
２
年
２
月
９
日
（日
）
に

浜
野
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
新
た
に
麻
雀
を
加
え
、
将
棋

は

「王
将
」
、
囲
碁
は

「本
因
坊
」
、
麻
雀

は

「雀
鬼
」
の
タ
イ
ト
ル
賞
を
目
指
し
て

の
対
戦
と
な
り
ま
す
。

今
年
の
参
加
者
は
将
棋
の
部
は
浜
野
町

内
会
か
ら
６
名
、
生
浜
高
等
学
校
将
棋
部

か
ら
は
猿
渡
先
生
合
む
７
名
の
参
加
と
な

り
、
合
計
１２
名
に
よ
る
対
局
と
な
り
ま
し

た
。
囲
碁
の
部
は
４
名
参
加
の
希
望
が
あ

り
ま
し
た
が
、
う
ち
１
名
が
欠
席
と
な
り

３
名
に
よ
る
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
か
ら
初
め
て
行
わ
れ
る
麻
雀
は
１２

名
が
参
加
、
３
卓
に
よ
る
対
戦
と
な
り
ま

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
対
局
は
９
時
３０
分
よ
リ
ル
ー

ル
に
つ
い
て
の
説
明
が
有
り
、
く
じ
引
き

に
よ
り
対
戦
を
決
定
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

口
　
碁

３
名
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
午

前
に
２
回
、
午
後
１
回
の
対
局
で
決
定
し

優
勝
は
２
勝
の
美
濃
田
さ
ん
、
準
優
勝
鈴

木
さ
ん
、
３
位
勝
俣
さ
ん
の
結
果
で
し
た
。

将
　
棋

将
棋
の
部
は
町
会
６
名
、
高
校
生
６
名

の
１２
名
で
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ
班
に
分
け
た
リ
ー

グ
戦
で
予
選
を
対
局
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
各
班
の
１

位
通
過
者
と
２
位
に
よ
る
敗
者
復
活
線

（ジ
ヤ
ン
ケ
ン
）
に
よ
り
４
名
に
よ
る
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
３
位
決
定
戦
を
行
い

決
着
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
、
Ａ
班
か
ら
４
段
の
高
校
生

・
山

園
さ
ん
、
Ｂ
班
か
は
は
４
連
覇
中
の
松
本

さ
ん
、
Ｃ
班
か
ら
は
高
校
生

。
比
嘉
さ
ん
、

各
班
２
位
か
ら
は
町
会
を
優
先
と
し
松
川

さ
ん
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
臨
み
ま
し

た
。

結
果
、
優
勝
は
松
本
さ
ん
が
５
連
覇
を

達
成
、
２
位
は
高
校
生
の
山
園
さ
ん
、
３

位
は
松
川
さ
ん
と
比
嘉
さ
ん
の
対
局
で
高

校
生
の
比
嘉
が
さ
ん
が
３
位
と
な
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
熱
戦
で

一
手
３０
の
秒
読
み

ま
で
対
極
す
る
な
ど
熱
戦
で
し
た
。

麻

　

雀

参
加
者
は
１２
名
で
３
卓
の
対
戦
と
な
り

ま
し
た
。
点
数
は
２
万
５
千
点
も
ち
で
対

戦
時
間
は
イ
ー
チ
ヤ
ン
５０
分
の
時
間
制
限

で
４
回
対
戦
し
得
点
に
よ
り
順
位
を
決
定

し
ま
し
た
。

前
半
は
石
橋
（駅
通
り
）
さ
ん
が
リ
ー
ド

し
ま
し
た
が
、
順
調
に
得
点
を
重
ね
た
西

川
（五
反
田

一
）
さ
ん
、
河
合
さ
ん
（五
反

田
二
）
、
三
浦
Ｔ
一井
）
さ
ん
の
得
点
争
い

と
な
り
、
最
後
に
河
合
さ
ん
が
大
き
く
得

点
を
重
ね
初
代

「雀
鬼
」
の
タ
イ
ト
ル
を

手
に
し
ま
し
た
。
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のまは 令和 2年 3月 号

<将棋>決 勝トーナメント職

<将償>予 選グループリーゲ職 (C)
く将棋>予 選グループリーク戦 (D)

|`難1欄躁
=

浜野町内会文化部による「子供イベン

ト」で浜野町に在住の小学校 6年生を対

象に「豆まき」イベントを行いました。

今年で 6年 目を迎える「豆まき」は生

浜小学校、生浜西小学校の 6年生33名 が

参加、し卒業を前に「豆まき」力`思い出

となり、更に「豆まき」の風習が大人に

なって伝えられればとの思いで浜野町内

会で企画しています。

子供達は元気がよく、「鬼は外」「福は

打ち」と大きな掛け声で境内を賑やかし

「こんな持ちのよいことは初めて」ときっ

と思い出に刻んでくれたでしょう。

また、先生方もご協力とご参加してい

ただき有難 うございました。

文化部長  大塚

令和 2年 2月 3日 (月 )浜野諏訪神社境内において諏訪神社

奉賛会主催による「節分祭」が執り行われました。

今年の干支は「子年」、年男による「福はうち」の掛け声

に多く人が集まリー年間の幸せを祈 り豆まきが行われました。

「鬼は外」!。「福は内」!と 大きな掛け声で、豆や紅白餅を

まきました。

神社の境内には、福をわれ先にもらおうと大勢の方々が集

まり大いに賑わいました。
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